
新宿区民対象の講座・イベントの企画運営団体募集 

公益財団法人 新宿未来創造財団（レガス新宿） 

民間企業・団体等との連携事業 募集要項 

 

 

 

 

 

 

企業や団体のみなさまへ 

みなさまのアイディアで、新宿区民の方々へ向けたイベントや講座を開催しませんか？ 

新宿未来創造財団（レガス新宿）では、日頃から、新宿区民の方々へ向けて生涯学習に関する様々

なイベントや講座を開催していますが、より充実した学びや体験を提供するべく、新しい柔軟なア

イディアでイベントや講座を開催してくださる企業や団体の方を募集いたします。みなさまの得意

分野を活かした企画提案をぜひお寄せください！ 

開催に向けて、レガス新宿のノウハウを活かしてサポートさせていただきます。地域貢献や CSRの

一環として、また、企業や団体の活動周知にもいかがでしょうか？ 

 

【これまでに開催したイベントや講座の例】 

・わんぱく相撲大会（（公社）東京青年会議所新宿委員会） 

・親子工作教室（明治安田生命（相）） 

・エッシャーの絵で幾何学を学ぼう（東洋大学） など 

 

【レガス新宿からのサポート】 

・広報紙「Go!レガス新宿ニュース」やウェブサイトでの周知・参加者募集 

・参加者とりまとめ、参加者への案内通知 

・会場予約のサポート（優先予約や使用料の減免） など   

 

 

区民の生涯学習活動の機会となるイベントや講座であることと、一定の要件を満たす企業・団体等が対象と

なります。本募集要項をご確認のうえ、お申し込みください。 

 

  

【民間企業・団体等との連携事業とは】 
企業、NPO 法人、自治体などさまざまな分野で活動する団体が、新宿未来創造財団（レガス新宿）と連携し、

生涯学習、文化芸術、スポーツ、多文化共生に関する講座やイベントを実施する事業です。 



◆事業実施までの流れ ◆ 

① 本要項をご確認のうえ 

WEB応募フォームで 
お申し込み 
（実施４～５か月前） 

WEB https://www.regasu-shinjuku.or.jp/?p=196252 

TEL 03-3232-7701 E-MAIL kanri@regasu-shinjuku.or.jp 

（公財）新宿未来創造財団 企画経営課 

企画書（様式１）を作成し、以下の申請書類とあわせて提出して   

ください。 

・前年度の貸借対照表 

・企業または団体の概要（パンフレットなど） 

・その他参考となる資料 

※ご不明の点はお気軽に上記までお問い合わせください。 

 

 
   

② 事前打ち合わせ 
事業内容に沿って、担当課を割り振らせていただきます。 

事前に打ち合わせをお願いします。 
 

   

③ 連携の可否決定 
（実施３～４か月前） 

財団の基準に則って連携の可否を審査し、結果を通知します。  

   

④ 事前準備・広報周知       

（実施１～２か月前） 

会場の優先予約・チラシなどの配布、 

広報紙（Go！レガス）・財団ウェブサイトへの掲載、 

参加申し込みの受付・案内などサポートします。 

 

 

 

 

  

⑤ イベント・講座の 
実施     

当日のイベント・講座の運営をお願いします。 

（参加者アンケートの実施をお願いします） 
 

 

 

⑥ 報告書の作成・提出 

（実施後１か月以内） 

実施報告書を作成のうえ、担当者までメールでご提出ください。 

 （様式２）  
 

 

※お申込みからイベント終了までのタイムスケジュール（例） 

 

＊審査の結果、ご協力できない場合があります。 

＊タイムスケジュールは目安ですので、個々のケースで異なります。 

＊1か月程度参加者募集をする場合の例です。  

7月 8月 9～10月 11月 12月

申込⇒
連携の可否
を決定⇒

事前準備・
広報周知⇒

イベント
実施⇒

報告書提出

https://www.regasu-shinjuku.or.jp/?p=196252


Ⅰ. 応募団体の要件と対象事業・事業参加対象者 

応募団体の 

要件 

 

□ 企画事業と共通する事業等を行った経験があり、事業の実施能力があること。   

□ 事業内容及び運営体制に透明性と安定性があり、財政状況が良好なこと。   

□ 参加者の望まない勧誘活動を行わないこと。   

 

以上の条件を満たし、次のいずれかに該当する団体。    

  

□ NPO法人、学校法人  

 □ 企業（原則都内に事業所等を有すること。）  

 □ 自主活動団体（サークル）  

  □ 1年以上、継続的または定期的に活動している団体であること。 

  □ 構成員が 10名以上であること。 

  □ 規約･会則等を備え、予算・決算及び会計処理が適正に行なわれていること。 

 □ 自治体 

事業の内容 

□ 区民の生涯学習･スポーツ･文化芸術･多文化共生等の振興及び支援に関する事業。 

□ 財団定款第 3条(目的)、第 4条(事業)に基づき、公益性が認められる事業。 

□ 参加料等は無料、または実費相当※1とする事業。    

□ 広く区民を対象とし、参加対象者が限定されない事業。 

□ 特定の宗教や政治活動を支援する目的・内容でない事業。 

□ 営利を主な目的としない事業。    

事業参加 

対象者 
原則、区内在住者・区内在勤者・区内在学者。 

 

※1参加料については、1回につき一人あたり原則 2,000円以内としています。 

（参加料を徴収する場合は、材料費・会場費など、費用の根拠を明確に提示してください。） 

 

Ⅱ 申請書類 

申請書類 

□ 企画書（第 1号様式）  

 □ 上記「事業の内容」と合致しているか 

 □ 全ての欄に記載があるか 

□ 前年度の貸借対照表  

□ 企業または団体の概要（パンフレットなど）  

□ その他参考となる資料 

 
※ 上記条件を満たした団体について、財団の基準に則って、連携の可否を判断します。 

 

  

https://www.regasu-shinjuku.or.jp/regasu/wp-content/uploads/2014/08/26_teikan.pdf


Ⅲ 企業・団体等、財団の担当する役割 

企業・団体等 

(1) イベント・講座の内容組み立て・運営管理・進行指導。 

(2) 必要に応じた会場等の確保。 

(3) 講師または指導者、プログラム進行管理者の確保。 

(4) 不測の事態等に備えた管理体制の確保。 

(5) チラシ等事業周知物の作成・印刷。 

(6) 使用物品の手配・準備。 

(7)  参加申込みの受付･集約、案内等。 

(8) 当日の来場者受付、案内、アンケート実施等。 

(9) 事業後の報告書の作成。 

(10) その他、事業を実施するために必要な事務。 

財団 

(1) 広報紙及びウェブサイト等への無料掲載。 

(2) 参加申込みの受付･集約、案内等。 

(3) 財団管理施設等の優先予約、調整･申請。 

(4) 財団管理施設の使用料減額、または免除。 

(5) 周知チラシ、プログラム資料等の印刷補助等。 

(6) 財団の連携、協力または後援名義等使用の承認。 

(7) 事業実施に関わる物品の提供。 

(8) その他、必要な支援事務。 

 

※担当する役割に関しては、両者の打ち合わせによって調整することとなります。 


